
(2002 ' 1 ' ) 第 ! 日zn 56 ß f長IlJj 物�1'[ 3.1 

)

 

QU

Is、

U

HH

 

I
}
ミ

:
t
|

 

ーl
i

 

t
}
T

 

api

 

-
(hS

 

E
M
­

-
日
?

?
1
1

 

;
l

 

r川
戸、J
り

1
1

 

i
よ

f
1

 

0
1
だ
j
!

 

1
}
ー

バ

t

t

引UP、、ー

l
l
i

 

l

i

 

-

­

PL
‘、.
u
，3

 

1

ご

{

|

 

】H

一

1

 

nH

，J

 

l
1

 

l
，k

 
ζ

 
1
-

n・、
nu
-

LHH
qd
ト炉・

、
1
5

ql
u
r-
'e

 

れ、}

キ

ザ〉ムTPT
T4・+ぎやE今'i'
寸
-T4dAV
P
Hγ
ψp十

閣園日目白
子 ，.&， 各 �お4岳、

埼玉県の 野菜産地か ら
…深谷ね ぎ と 児 玉 ナ スー
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f!t:i 1i-dl)i金沢t山|メ に お け る ネ ギ の 裁桁状N

ギ は 過半 の 出家 が裁的 し ， I1秋}切 に は 見波 す 限 り に 1出

緑 の ネ ギ州11 が1/��望 で き る 。 ネ ギ が商品 と し て U : 回 る よ

う に な っ た の は 1 890 作代 と 需 わ れ， 地 元X(� 出家 に よ

っ て 改良 さ れ て き た 1 1'/床の あ る 秋 白 ネ ギ が 人 気 を l呼ん

で， 大 産 地 が形成 さ れ て い っ た 。 現在， 約 800 ha が

1 ， 000 戸 余 の 手 に よ っ て 栽 培 さ れ ， 当 市 ;p)トI也 ïflî fj'í の

l15% を 占 め る 。

作 型 は 1 /1. 梓~春告書 き ， 秋 冬 ど り が約 80%， 他 に 冬

情 き 亙 ど り が あ る 。 迎作 ま た は 短期輪作が主体で， 7tf

/'，'iJ.木 も ネ ギ州|付 に 設 li'I� さ れ る こ と が多 い。 J}�ff は泥付

き で、の !:l:\?\-lfがほ と ん ど な く な り ， 皮 む き ， 折、i;21j め さ れ

た も の が京浜市以 を 小心 に ， ま た ， 一部 は *;1 じ ， 北海
辺 な ど に も 出荷 さ れ て い る 。

当 地 に 発生 す る 病 有 !:U は 表 ] の よ う に 総侶 さ れ，

と く に連作， 排水不良， 放わ ら 施用 な ど が以|天! と な る

秋闘病， 白総i病の被11千が著 し い。 疫病， ZR斑病， ネ ギ

ア ザ ミ ウ マ は 晩 春 か ら 雌 互 に か け て 例年 多 発 す る が，

こ れ ら の 病特虫 は 秋 冷 を 迎 え る と 確実 に 終 μ す る の

で， 冬 期 出 荷 さ れ る 作型 で は 余 り 重 要視 さ れ て い な

時玉 県 は 全域が都心 か ら 1 00 klll 1倒 内 に 位前 し ， 典

型的な 行lí市近郊j品業が展 IJ l l さ れ て い る が， 県 内 に 700

万余 の 人 1 1 を 抱 え る 出産 物1ì'l ÿ'f �，� で も あ る 。 1 999 �r 
の出業相 I�LP(?，倣 は 約 2 ， 1 97 f0JL J で， f'ilí/"J別 に は 野菜が

4 1 . 9% と 最 も 向 い 。 本 県 だ け の 特長 で は な い が， 行líïb

化 に 伴 っ て 緋地図積， 出家J ' 数お よ ひ、民業就業ノ、 1 1 は
減少の一途 合 た ど り ， 生産ヂ;の 日齢化 と 後継者不 足 の

傾向 は雌然 と し て い て ， 当 然 な が ら 作 |オ の変化 や�J:.il[

而 に も 二人ー き な;;民民? を与 え て い る 。 力1 1 え て ， 近什.はììWi

ヂi の 安全志II'J や 環境 に 配出 し た 裁断方 法 を 等|羽似で き

な い 刷状 に あ り ， 病害!1(対策の あ り プj に も よ り ー!?? の

二I 夫 が必要 に な っ て い る 。

こ こ に は ， 本県の代表的な野菜であ る ネ ギ お よ びナ

ス の プ ラ ン ド 産地， な ら び に ト マ ト 減民主主栽栴ーへの取

り 組みよれ例 を ， 病筈虫対!応，心必bじ;のち似』む.'，'UJ

1 1深谷 ネ ギ 」 産t地也の現状

深作市 は りよ|じfilí fこ位tj�!� し ， 利似川 流域 に J広 が る JI目沃

な野菜作l j 1心j也市であ る 。 当 w に は ïl， ウ レ ン ソ ウ ， キ

ュ ウ リ な と Y13 を代表す る 1'1; r I も 多 い が， と り わ け ， ネ

民地l付 に お け る .ìlf11 の病;1;!:1t の 発ノ!c1VJI" j

「深 谷 ネ ギ」 1 )''; 1、 ナ ス J
m 'L )\'J 

病 ' 1， !Jt ' Ié flij !Ü ' 1 '  

)J..、j域 ・ 'i;'; ?'t . 被'，1; ，\1 秋)，�!，j，i，i， l '  1 制 iJii.j Ùf，lj州
広域 ・ 災発 . �I�η μi さ ひ'J�1， Io'Al!卯丙 ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ γ

小l抑制';:'I&J，4

þ ，jJ出 ・ 'i;� ft . 被'1';'ι .IJ.\附 !'，;i.tb:J川 二I�身1E 州州
んjJ山 ・ '}，'ft . N�η拡 萎布(;J，i:f シ u イ チ モ ジ ゴ ト ウ ， オ オ 夕 刊 コ -jj 裕也腐敗病 チ ャ ノ ホ コ リ タ.ニ， オ オ タ ノ ぐ コ -j/

耳、

広域 ・ 'ii�'発 ・ 被 '，1沖E J5主f可 ，'.I.\.f;!f.JI4 耳、 ギ ア ザ ミ ウ マ ， ネ ギ ハ モ グ リ パエ う ど ん こ f丙 γ プ ラ ム シm， ハ ダニ士:n. マ メ ハ モ

グ リ パエ

広域 ・ '��ft . ìl�'，I;料 ミ カ ン キ イ ロ ア →1)' ミ ウ マ ， ノ 、 ス モ ン

ヨ ト ウ

ιi城 ・ '1;;:;プt . fik'，1; 'Ii下 柑 色 l ' J IJ.病

[" jJ也 ・ '��ft . 被'.';軒 べ と 州 ネ グニ， ハ ス モ ン ヨ ト ウ fHI品付文Ji司 7 キ ノ メ イ -jj
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い。 し か し ， 収f止 や 品 質 に 無影響 と は 言 い難 く ， 必慮

し て い る 。 さ び病， 小菌核腐敗病， 黒腐菌核病 は 突発

的 に 流行 し ， 大損害 を 与 え る よ う な 年次 も し ば し ば認

め ら れた が， 近年 は 少発傾 向 が続 い て い る 。 そ の JiJ!.rír

は 明 白 で は な い が， 夏季の 高温が一因 と し て 関 勺 し て

い る 可能性が高 し 3。 土壌消毒 さ れ る 圃場 は 極 め て 少 な

し 生育期の 土壌処理斉IJ や地上散布 は 作 当 た り 数1"陥4

度行わ れ る が， 適l羽 を 逃 し て 後手 に 回 っ て い る 助ifliが

目 立 つ 。

当 地 に お け る 栽培技術水準 は伝統的背景 も あ っ て ，

十分 に 他 に 誇 る こ と が で き る が， 病害虫対策 に |射 し て

は不安要素が相 当 に 内在 し て い る と い え よ う 。 安:J.::lJ

産上 の最重要解決課題 は ， 土壌病害 の 実 用 的 Iílj除技術I

の確立， と り わ け ， 抜本的 な 地域全体の排水対策が泊、

務 で あ り ， 経常 的 に は現今の輸入 ネ ギ 問題 と も 関連 し

て ， 規模拡大， コ ス ト 低減， 省 力 化 を 一回推進 し な け

れ ば な ら な し 3 。

2 r 児 玉 ナ ス 」 産地の現状

児玉郷 は 秩父 山 系 の北東端 に 位置す る 山 路 の 111]'， 、 lê

坦地 に は野菜畑 や 水 聞 が点 々 と 散在 す る o か つ て は 桑

園 が拡が っ て い た が， そ の跡作 と し て ナ ス が導入 さ れ

た の は 約 50 年前， 出 家 の 生産意欲 と 結束 が プ ラ ン ド

品 と し て の 名 声 を 高 め て い っ た 。 高品質確保 の 77hf は

栽培技術 に 裏付 け さ れ た 周 到 な管理 と 徹底 し た 規格選

果 に あ る 。

作型の 大半 は 4 月 下旬定植の 露地早熟栽椛で， �Ií 111 1 

の作付面積 30 ha に お よ そ 1 00 農家 が生産 し て い る 。

連作 ま た は 短期輪作が l:-:体の畑専作が多 い が， 一部 に

田畑転換作 も 見 ら れ る 。 ほ ぽ全戸 に 接 ぎ木;j;Ji;:bj''{-?'J{千1・汝

し ， ま た ， V 字型 支 柱 栽 培 を い ち 早 く 取 り 人 れ， ;\"/ 
収 ・ 品質 向上 と 作業性 の改善が図 ら れ た 。 収穫物 は ほ

ぼ全量 が統ー し た 規格基準 で 出 荷 さ れ， 東京'i l央 rti場

に お け る 露地 ナ ス の iI主 ifE単価 を 獲得 し て い る 。

病害虫 の 発生動向 (表一 1 ) を 見 る と ， こ れ ま で安定

生産 を 阻害 し て き た 積類が微か に 読 み 取れ る 。 そ の代

表例 は 青枯病 お よ び ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ で あ ろ

う 。 前者 は 土壌汗i市 と カ レ へ ン 台 への 接 ぎ 本 に よ っ て

対処 し て き た が， 効w は必ず し も 十分 で は な く ， ihYjパ司
会 や 現地巡阿 を 通 じ ， 本病の 発生生態 の熟知l と 総合|切

除以外 に 解決策 は な い こ と を 繰 り 返 し 説 い て き た 。 こ

こ 2， 3 年の 発生 は 少 な め に 経過 し て い る が， 今後 も

鎮静化傾向 が持続 す る か ど う か は わ か ら な し 泊 。 後者 は

当 地 へ の 侵 入 当 時 (平成 4 年) ， 産地全体 の 前 年比減

益率が 25% を 超 え た 。 こ の 難 局 が 契 機 と な っ て ， f'�I;; 
下 普 及 所 主 体 の 関 係 機 関 チ ー ム が 調 査 定 jJJ、 凶 場 を

7�lO 日 ご と に 巡11:11 し ， そ の情報 を リ ア ル タ イ ム で全
戸 に提供す る と と も に ， 防除時期 ・ 方法 な ど を {I，刊IJ桁

導 す る 体制 が整備 さ れ た 。 こ の 活動 に 対 す る 農家 の 評

価 は 高 く ， 本虫 の 被害 が減少 し た の ち も 継続 さ れ， 現

在 に 至 っ て い る 。

当 地 に お 付 る 病害虫防除 は こ れ ま で農薬 中 心 に 行 わ

れ て き た が， 過剰使 JlJ へ の 反 省 も あ っ て 減農薬栽士宮へ

の 転 換 が 図 ら れ つ つ あ る 。 ま た ， 輪 作 導 入 作物 の 選

択， な ら び に 農作業労働時 間 の 大 き な比重 を 占 め る 選

果， 箱詰 め 作 業 の 省 力 化 も 今後 に 残 さ れ た 課 題 で あ

る o

3 ト マ ト の滅農薬栽培 (上里町の事例 )

県 内 に は減農薬 を 志向 し て い る ト マ ト 産地が数か所

あ る 。 k里 町 は 1 970 年代半 ばか ら 実施 さ れ た 第 二 次

構造改善事業 に よ り ， 大I�鉄骨 ハ ウ ス が導入 さ れ た の

を 契機 と し て 生産団地化 し た 。 促成作型 を 中 心 に 約 9

ha (40 戸) の 作付 け が あ り ， 全 量 が市場 出 荷 さ れ て

い る 。

2000 年産 卜 マ 卜 で は 希望 農 家 を 対 象 に ， 関 係 者 が

定期巡回指導 し て 減良薬栽培が試行 さ れ， 農家 に も 自

信 が得 ら れ た た め ， 0 1 年度 か ら は 5 戸 が 本 県 の 特別

栽培農産物 と し て の認証 申 請 を 行 い ， 栽培期間 を 通 し

て 使 用 農薬の半減 を 達成 し た 。 以下 は そ の経過概 要 で

あ る 。

試行調査 か ら ， 当 地 の ト マ 卜 に 発生 す る 主 要病害虫

は灰色 か び病， 葉 か び病， 褐色根腐病， オ ン シ ツ コ ナ

ジ ラ ミ な ど で あ る こ と を {催 か め ， 表-2 に 示 す よ う な

各種対策 を 各 戸 に 提案 し た 。 こ の 資 料 の 要点 は ， ①合ー

前期 に お け る 病引けl の 発生 を 完全 に 阻止 す る こ と ， ②

定植後 は施設 内 の 多湿時聞 を極力抑制す る よ う な 管理

を 基本 と し た 病iJ;. ýl釣対策， ③吸汁↑性性生生-筈 虫 の 同時防除

を 念頭 に 置 い た =芸薬l車臨!5i斉剤|リJi巡2岩i

2�3 回' 定 植 ( 1 1 月 中 旬 ) 後 に ， 12�2 月 は O� l 薬

剤/月 ， 3�6 月 は 1�3 薬 剤 / 月 の 散 布 で， 全戸 と も |二

記病害虫 を 実用 |二問題 な い程度 に 防除 す る こ と が可能

表 ー 2 ト マ ト 減伐致、i&J，';" に お け る 病害虫対策 の提í]ミ |人j 作

Jü 目 州�f_1;.対象技術 害虫対 象技術

耕種的防除 t在 さ根 本JJ，)，';"， 地表全 1(li ハ ウ ス 内 外 の 除 !\1.

7 1レ チ ， ずí"!，IH去 の花弁

術i徐， 被'i_I;，� ・ 処'大・の
Jj'"WII除去

物理的防|徐 太偽i然相l 川 ノ 、 ウ ス 待，'1羽 施設関 口 調iの 寒冷紗被
土峻 ii'íìlfi (jへ し 込 み処 覆， ハ ウ ス 外閥 均1 の 地

理! に よ る 地 I:lill病将虫 表 シ ル パ ー 7 1レ チ

を 合 iJ' )

薬剤l散布の 子l ù'jWJ : 2 1"1 (J'i� ざ 木 育 r�-i期 : 1 1"1 (移村[1時)

時期 . iL'l 数 iìli l l ，  \EfIr'ilìíj) 定植H寺 : 1 [il1 

\E納後 : ) J 1 �2 1"1 定柏後 : )-J O� l l"l 
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で あ っ た 。 な お ， 菌核病， オ オ タ バ コ ガ， ハ ス モ ン ヨ

ト ウ ， ト マ ト サ ビ ダニ が ご く 一部 に 発生 し た 施設 も あ

っ た が， 早期発見 に よ り 大過 な く 処置 さ れ た 。 認証 ト

マ ト は JA を 介 し て 地元百貨庖 と 契約 し ， 収穫期 間 を

通 し て 有利販売 さ れ た が， そ れ は 減農薬商品 に 付加 さ

れ た 高 品 質 が評価 さ れ た こ と に も よ る 。

こ の普及成果 の 最大 の 意義 は減農薬 そ の も の に あ る

公 募

第 6 回宇宙環境利用 に 関 す る 地上研究公募 の ご案内

宇宙環境 は ， 微小重力， 高真空等の地上で は 得 る こ と
がで き な い特徴 を 有 し て お り ， 広範 な 分野 に わ た る 研究
や 実験， 観測等 を 行 う こ と が期待 さ れ ま す。 国際宇宙 ス
テ ー シ ョ ン 計商 に お け る 我が国独 自 の 実験棟 「 き ぼ う 」
等 を利 用 し た 研究 を 目 指す地上研究 テ ー マ を 広 く 公募 し
ま す。
.公募対象研究分野

微小重力 科学， 微小重力物理学， 生物科学， バ イ オ メ
デ イ カ ル ， 宇宙医学， 宇宙科学， 地球科学， 宇宙利用技
術開発の 8 分野

次号来年 2 月 号の掲載が予定 さ れ て い る 記事 は 次

の と お り です。

特集 : イ チ モ ン ジ セ セ リ の発生予察法の改善

被害解析 千本木市夫

生活環 江村 蒸
発生予察法一成虫捕獲法， 幼虫発生予察ー

飼育法

平井一男

桑津久仁厚
麦類赤か び病の 生理 ・ 生態 お よ び コ ム ギ の 抵抗性

坂 智広

ブ ド ウ え そ 果 ウ イ ル ス の ゲ ノ ム 構造 と 分類学的所属
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の で は な く ， 農家 が 自 発的 に 病害虫 に 関心 を 持 ち ， 農

薬の使用 目 的や効果的で安全 な 使用 法 に 理解 を 示 す よ

う に な っ た こ と に あ る 。 病害虫 の 発生様相 は個別 に 異

な り ， か つ 変化 す る も の で あ る か ら ， 現状で は 画一的

な減農薬防除暦の 作成 は 難 し く ， 面 的 な 拡 が り を 期待

す る に は ， な お 関 係 者 の 継 続 的 な 支 援 が必 要 で あ ろ

つ 。

. ス ケ ジ ュ ー ル
募集開始 : 平成 13 年 12 月 末 ( 予定)
締 切 : 平成 14 年 2 月 28 日 (木) 消 印有効
研究開始 : 平成 14 年 8 月 ~

・問 い 合 わ せ 先
財団法人 日 本宇宙 フ ォ ー ラ ム 公募研究推進部
電話 : 03-3459- 1 653 FAX : 03-5470-8426 
URL http://www4.jsforl1m.or.jp/ 
E.mai l : kOl1bo @jsforl1m.or.jp 

※ 詳細 は ， 平成 1 3 年 12 月 以降， 各研究機関 に 発送 す る
募 集 要領， 当 財 団 の ホ ー ム ペ ー ジ で ご 案 内 い た し ま
す。

※ 資料の請求 は氏名， 所属， 役職， 住所， 電子 メ ー ル ア
ド レ ス ， 希 望 部 数 を 明 記 の 上， 電 子 メ ー ル ま た は

FAX で お願 い い た し ま す。

航空機 (無人 へ リ を 含 む ) を 利 用 し た 農薬散布 の 現

状 と 研究課題ー そ の 2 - 植松 勉 他

農薬残留分析 に お け る カ ー ト リ ッ ジ カ ラ ム の利 用

薮崎 隆
リ レ ー 随筆 : 産地 だ よ り

( 2 ) 徳 島 県 の 野菜産地か ら 金磯泰雄

新殺菌剤 シ ア ゾ フ ア ミ ド 剤 の 使 い 方 ( ラ ン マ ン )

中川 博
ト ピ ッ ク ス

第 4 回環太平洋パチ ラ ス ・ チ ュ ー リ ン ゲ ン シ ス の

バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー会議 に 参加 し て 堀 秀隆

定期講読者 以外の お 申 込 み は至急前金 に て 本会 へ

定価 1 部 920 円 送料 76 円
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